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日本における戦前戦後の草創期の女性建築家・技術者
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本研究は,1960年代前半までに建築にかかわる活動を開始していたか,大学を卒業して建築家・技術者になった女性を

く草創期〉の女性建築家として,第1に,散逸しつつあるその資料を収集・整理すること,第2に,その作業を通して彼

女たちの特質を明らかにすることを目的にしている。その結果,特質として,強い経済的自立意識とそれを裏付ける使命

感にも似た仕事に対する熱意が見られること,その背景に戦後の民主化時代と,仲間や組織よき師の存在があることな

どが明らかになった。資料のドキュメンテーションについては,吉田文子の資料を中心に進み,アーカイヴの必要性とい

う課題が上がっている。
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TheaimsofthisstudyaredocumentingandanalyzingthematerialsthatwecollectedfortheExhibitionof"Womenand

Architecture",alldtodefineofthefeaturesofwomenpioneerarchitectsinJapan。Wedefinedthepioneerwomenarchitectsand

engineersinJapanaswomenwhobegantheirarchitecturalactivitiesorgraduatedf士omuniversitiesbeforethemid-1960s.We

documentedcertainmaterialsandsuggestedthatwemustsetupanarchiveofwomenarchitects.Asforthefeaturesofpioneer

womenarchitects,theyhadstrong-willforeconomicindependenceandenthusiasmfortheirworksupportedbythedemocratic

movement,goodcolleaguesandmentors.

1.はじめに

本研究は(財)女性労働協会「女性と仕事の未来館」

における〈女性と建築展一仕事と家庭の両立を支援する

住まい・まちづくりに向けて一〉注1)の展示企画の検討を

契機にスタートした。この企画展は,少子高齢者社会を

背景に,家族責任をもって働く女性を生活空間から支援

する可能性を問うと同時に,広い意味での生活空間のっ

くり手としての女性の発展をも示したものであった。

展示に際しては,資料収集によって日本における70年

余の近代女性建築家史を概観することができた。パイオ

ニアの中でもごく初期の方々が逝去され,また女性が初

めて高等教育を受けられるようになった新制大学制度の

下で学んだ女性が第一線から退き始め,所蔵されていた

資料が何らかの形で処分されようとする時期にあたった

ことなどにより,歴史的にも貴重な資料が収集できた。

そうした資料を保存し活用することを通して,ジェン

ダーの視点から建築史のなかに埋め戻す作業の必要性が

痛感された。すでに海外では,女性建築家のアーカイヴ

が追求されており,日本においてもその必要性が課題と

なる時期に入ったといえよう。

1.1研究の目的

本研究の目的の第1は,散逸しつつある草創期の女性

建築家・技術者のデータを理論的系統的に考証し整理す

ることであり,第2は,その作業等を通して日本におけ

る草創期の女性建築家・技術者の特質を明らかにし,女

性建築家論,女性建築家史の構築に寄与することである。

1.2研究の方法

第1は,「女性と建築展」で収集された吉田文子と女性

建築家組織にかかわる資料を中心に整理・考証し作成し

たデータの再分析を行う。第2に,パイオニア期の女性

建築家へのインタビューと講演記録の再生・文書化を実

施した。尚本稿では「女性建築家・技術者」を,建築設
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計業務に携わる女性だけではなく,建築,住居学科出身

の行政建築家,大学教員,研究者をも対象にしている。

2.女性建築家の登場とその背景

日本における女性建築家の歴史は,土浦信子がアメリ

カから帰国して夫と共に1929年から設計活動を開始し,

吉田文子が1931年に早稲田大学付属早稲田工手学校建

築科を卒業し,翌年鈴木小松商店に入社したあたりをス

タートとすればほぼ70年余になる。アメリカでは1888

年にL.ベシューンが最初のアメリカ建築家協会(AIA)

会員になり,フィンランドでは1890年に最初のヘルシン

キ工科大学卒の女子学生注2)を出した時点と比べると,半

世紀遅れて出発した。土浦と吉田の少し後に浜ロミホが,

東京帝国大学建築学科の聴講生を経て,48年に最初の女

性による設計事務所を開設している。

その後,戦後の新制大学制度の下で,51年に日本女子

大学生活芸術科住居専攻が最初の卒業生を送り出し,ま

た建築学科を卒業した女性は53年から徐々に登場し,高

等教育を受けて建築家となる女性が輩出されていった。

これら草創期の女性建築家達は,戦後の民主化,とり

わけ男女平等の高まりを背景に,男性領域であった「建

築」に初めて女性が踏み込んだという関心を集め,「初の」

建築学科女子学生,「初の」女性建築家等とマスコミに取

り上げられた。これを女性建築家が注目される第1期と

すれば,第2期は1975年,国連の国際婦人年から85年

の頃までである。建築関係業務に携わる女性建築家・技

術者の量的増大を基盤に,フェミニズム運動の高揚,雇

用平等法や性差別禁止法などの法的整備が国内外で進ん

だ時期である。日本では各地に女性建築家・技術者組織

が設立され,イギリスではフェミニスト建築家組合マト

リックスが結成され注3),フィンランドでは82年に女性

パイオニア建築家展を開催している注4)。「セクシュアリ

ティーと空間」のテーマを掲げ,建築のジェンダーや,

建築史を性の視点から再考する学際的作業も進み始めた

注5)。

今日,日本における女性建築家への注目は,小川信子・

田中厚子による土浦信子についての著作注6)と北川圭子

 による浜ロミホの伝記注ηの出版,故林雅子の作品展と

作品集の発刊注8)が相次ぎ,01年に日本女子大学住居学

科が50周年を迎え,またこれらを包括的に表現しながら

吉田文子やポドコの資料を展示したく女性と建築展〉の

開催がある。このことは建築と建築家のジェンダー視点

からの再評価であり,女性建築家の「再発見」でもある。

そこから女性建築家が建築と建築家の何を変えてきてい

るかを明らかにする段階にきており,イギリス王立建築

家協会において,建築家の機会均等と変革を建築と建築

家のく多様性〉として捉えていることは示唆に富んでい

る注9)。

3.〈草創期〉の位置づけ

この章では,本研究でとりあげている「草創期」の位

置づけを,新制大学における女子の建築教育という視点

から考察する。

前章で述べたように戦前から建築家として活躍した女

性は僅かながらいるが,女性が高等教育で正規に建築を

学べるようになったのは,新制大学制度以降である。な

お,現在,大学における建築教育には,大きく分けて,

主に女子大学に設置された「家政学部住居系学科」と男

女共学大学に多い「建築系学科」の2つがある。本章で

は,「草創期」の検討にあたって,男女共学大学建築系学

科で学んだ女子学生の人数及び男女比の推移に着目した。

3.1建築学科卒業生の女性数及び女性比率の推移

建築系学科で学んだ女子学生の比率の推移に関しては,

前述した「女性と建築展」における調査がある。これは

男女共学大学9学科について,新制大学制度になって初

めての卒業年である1953年以降の卒業生に占める女子

学生の比率を調査している。

調査対象大学は,名簿等で新制大学以降のデータを入

手することのできた,京都大学工学部建築学科,京都府

立大学住居学科(初の卒業生は1970年),千葉大学工学

部建築学科,東京大学工学部建築学科,同都市工学科(初

の卒業生は1966年),東京芸術大学美術学部建築学科,

北海道大学工学部建築工学科,横浜国立大学工学部建築

学科,早稲田大学理工学部建築学科の9学科である(い

ずれも名称は設置時のもの)。

これによると,新制大学最初の卒業年次である1953年

には東京芸術大学美術学部建築学科で2人の女子学生が

卒業している。続く1954年に北海道大学工学部建築工学

科で1名,横浜国立大学工学部建築学科で1名が,翌1955

年には北海道大学工学部建築工学科1名,早稲田大学理

工学部建築学科2名の女子学生が卒業している。1960年

までの卒業生の合計は,7学科(京都府立大学,東京大

学都市工学科を除く)で30名であった。このうち最も多

いのは早稲田大学の14名,最も少ないのはこの間女子の

卒業生のいなかった東京大学建築学科である(表3-1)。

表3-1建築系学科卒業生に占める女子学生数

           卒業年京都大学京都府立大学千葉大学東京大裳建築東京大与都市東京芸術大学北海道大学横浜国立大学早稲田大学合計
           19除602一30噛4341430

           q一ワo01513627522962

           71-80151141719718281961㎜

           釧釦42157753714253764110閲

           馴一{】087脳22187田42100139㎜1234

*京都府立大学は70年,東京大学都市工学科は66年より。
出典女性と建築展
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女子学生数はほとんどの学科で上昇下降を繰り返し,

単純な経年的増加傾向は示していないが,全体としては

増加傾向が読み取れる。9学科合計で見ると,1961年か

ら70年までの10年間は,その前の30人から2倍の62

人に,さらにその後の10年間は5倍の298人へと,急激

な上昇傾向を示している。

このように,1960年代前半までの女子学生数はとく

に少なく,〈草創期〉と呼ぶにふさわしい。これは,後

述するPODOKOなど女性の建築家が連携し,地位向上を求

め,女性に厳しい環境の中で仕事を続けるための活動を

活発に行った時期とも重なる。女子学生数及びその比率

の例はグラフ(図3-1)のようになっている。

また,同調査では,2001(平成12)年度の建築系学科

卒業生比率も調査している。全国の建築系学科を有する

大学109校,127学科に対し平成12年度卒業生数と女子

学生比率を調査した(回答89学科,回収率70.0%)。こ

れに,卒業生名簿から推移を調査した6学科のデータを

加えた95学科について,女子学生数と比率をみている。

95学科の卒業生中,女子学生の比率は21.4%,建築を

学ぶ学生の5人に1人が女子学生という結果であった。

建築系学科で教育を受けた女子学生は,1953年の2人

から始まり,半世紀を経て,5人に1人が女子学生とい

う比率にまで到達した。(図3-2)

図3-22000年度建築系学科卒業生

3.2家政学部住居系学科の役割

一方,家政学部に設置された住居系学科においても建

築士の資格を取得出来る。これらの多くは女子大学か,

女子学生の比率の高い公立大学に置かれ,住居・住環境

学を学んだ女性を多数輩出し,女性建築家・技術者の裾

野を広げてきた。新制大学に先駆けて住居学専攻を設置

した日本女子大学では,1951年の卒業生以来,1990年ま

でに2837人の卒業生を送り出している注10)。1962年に住

居学科となり,資格取得の体制を整えた。

3.3日本における女性建築家のく草創期〉

以上述べてきたことに鑑み,本研究では,日本におけ

る女性建築家・技術者のく草創期〉とは1960年代前半ま

でを指し,このときまでに建築活動に携わっている人を

草創期の女性建築家・技術者として扱うことにする。

北海道大学建築工学科

図3-1建築系学科卒業生における女子学生数及び比率
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4.〈草創期〉の女性建築家

本章では,草創期の女性建築家について立ち入って論

及し,そこから草創期の女性建築家の特質を描きだそう
と試みている。区分としては草創期をさらに①戦前・戦

中に教育を受けた女性②新制大学家政学部系住居学科出

身者③同建築系学科出身者に分けている。

4.1戦前・戦中の教育を受けた人々

繰り返し述べてきたように,女性が男性と対等に高等

教育を受けられるようになったのは第二次大戦後の新制

大学制度発足以降である。それ以前に建築家になる道は,
海外に行くか,建築学科の聴講生になるか,あるいは僅

かに開かれていた共学の専門学校に行くしかなかった。

北川圭子は,浜ロミホを「女性建築家第一号」注1Dとし

ている。建築設計活動をしていた女性としてはその前に

土浦信子と吉田文子の2人がいた。尚吉田文子に関して

は,新たに蒐集された資料に基づきやや詳細に論及する。

戦前の家政学部出身者に関しては注12)を参照。

4.1.1土浦信子と浜ロミホ

戦前唯一の女性建築家として活躍した土浦信子は自分

から建築家の道を目指そうと思ったのではない。建築家

土浦亀城と結婚し,渡米して,世界的に著名な建築家フ

ランク・ロイド・ライトの下で2年余にわたって働く機

会を得たからであった。

土浦信子は1900年,吉野作造・たまの長女として生ま

れた。22年東京帝国大学建築学科の土浦亀城と結婚し,

翌年ライトを訪ね,スタジオで働いた。信子は2年余の

渡米時代に基本的な製図の知識と技術は身にっけたが,

正規の建築教育を受けていなかったため,帰国してから

もアメリカの通信教育で建築設計の勉強を続けていたと

いう注13)。33年に土浦亀城建築設計事務所を開設した時

には,信子は新聞に「日本にゐ一(唯一)の女建築家」

と評されるようになっていた。しかし信子が建築設計に

携わっていたのは1930年代の短い期間で,戦後は建築の

仕事を「途中であきらめ」注14),抽象画家としての道を

歩んでおり,その理由は定かではない。小川・田中らの

著書が出なければ歴史から消えたかもしれない。1998年

逝去。

浜ロミホは土浦信子より遅く,1915年に生まれた。東

京女子高等師範学校家事科で市浦健に住居学,建築製図

の指導を受けたことをきっかけに建築を学ぼうと決意し,

卒業後今治高女に就任したが,38年,1年間東京帝国大

学建築学科の聴講生となった。翌年には前川国男建築設

計事務所に入所。41年に浜口隆一と結婚し,北海道に入

植している。48年に自宅に「浜ロミホ住宅相談所」を開

設し,49年に発表した『日本住宅の封建制』は建築界に

多大な影響を与えた。

4.1.2吉田文子の生涯とその位置

1)吉田文子の遺贈資料

吉田文子は2001(平成13)年12月8日,88歳の生涯

を閉じた。その後,遺族から文子の遺品や所蔵資料の一

部を生活構造研究所が譲り受けることになった。その内

容は,文子が愛用した机・椅子・製図板等の他,文子の

原稿,手紙類(下書きを含む),日誌や金銭管理に使って

いた手帳,アルバムと写真,僅かの図面,個人及び事務
所の経歴に関する資料,その他である。本研究会はこれ

らの資料のドキュメンテーションを行い,菅原可奈子が

卒業論文注15)にまとめ,原資料は生活構造研究所に保管

されている。本節はこれらの資料を基にまとめたもので

ある。

2)「女子製図手」を越えて

吉田文子は土浦信子や浜ロミホが歩んだ道とは少し違

っている。最初に卒業したのは各種学校であった中央工

学校女子製図科であった。

中央工学校は1909(明治42)年に工業技術者育成を目
的として設立された各種学校で,文子が入学した頃は神

田一橋通にあった。ここに女子製図科が設置されたのは

18(大正7)年で各種学校としては日本で最初であった。

こうした「女子製図手」の養成は,日本の近代化に伴う

都市再編と建築活動が活発となり,製図や複写機器が発

達していない時代に,その下支えとなる技術者が求めら

れたからである。そして「緻密な頭脳と根気」注16)が必

要とされるこの分野は,「手先の器用」な女子に向いた新

しい職業として奨励され,半年から1年の修業期間の各

種学校が各地に設置された。

文子は1928年,15歳の時に第21回卒業生となってい

る。建築家ではなく,技術者としての女子製図手が,大

正から昭和にかけて数多く養成されその一人であった。

しかし,文子は製図手にはならなかった。就職はした

が,翌年の3月に早稲田大学付属工手学校(夜学)に入

学した。工手学校は1911(明治44)年に中等技術者養成

として設立され,22年に女子の入学を決定した建築系唯

一の共学の専門学校である。当時文子ともう一人の女子

が入学していた。文子は勉強に打ち込み,進級の際に成

績優秀で表彰されている。

このような経歴からみれば,吉田文子は技術者養成コ

ースから浮上した女性であり,製図手に留まらず,建築

設計者の道を踏み出した最初の女性となった。

3)建築を選んだ動機

では,文子がなぜ中央工学校に進学し,さらに早稲田

工手学校まで進んだのか。

第1の理由は家庭環境にある。文子は1913(大正2)年

12月5日,吉田一市・リヨの長女として島根県津和野町
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に生まれた。父は大工の棟梁であり建築へ向う環境は最

初からあった。一家は一時期中国山東省青島に渡ったこ

ともあったが,常に父の仕事の関係から,自宅2階には

福岡や熊本高等工業卒の青年が居候しており,身近に図

面や教材を見ており,小学校の内から「建築家も悪くは

ない」と思ったと記録にある。

第2は経済的理由である。一家は関東大震災直後の建

築ブームにのって中国から日本に引き揚げた。父親は腕

のよい大工で仕事はあったが経済的なゆとりはなかった

らしい。小学校卒業後に東京帝大のセツルメントの市民

学校"夜"に出かけたことも影響しているのか,文子自

身職業婦人になりたいと考えており,何とか上の学校に

行きたかった。しかし,女学校の雰囲気にはなじめず

1929(昭和4)年に中央工学校に入学したのだった。

4)吉田設計事務所開設までの職歴

文子は早稲田工手学校在学時代に,大学建築学科田辺

泰教授研究室の助手となり,31年7月に卒業し翌年1月

まで勤めた。仕事は日本社寺・城郭等の図面作成調査で

ある。中央工学校で習得した技術を見込まれたからであ

ろうが,人柄にも好感をもたれていた。

工手学校卒業後は震災復興も一段落しており男子にと

っても就職難の時期であった。ましてや女性の建築技術

者の就職など考えられなかったが,幸運にも32年には鈴

木小松商店技術部に就職し,厨房設計施工の仕事につく

ことができた。女性が社長であったからでもあろう。3

年間ではあったが,工事は全て直営で,軍隊,病院,料

理教室,服部時計店,東宝劇場,明治生命館などの厨房

設計の仕事に携わり,忙しくも充実した毎目であったと

いう。ずっと後の1997年秋,明治生命本社ビル(岡田信

一郎設計)が重要文化財に指定され,文子もこの建築に

かかわったとして『重文明治生命館覚書』に当時の事

情を記しているが,弱冠21歳の女性に対して,明治生命

の営繕課長が文子の実績に深く信頼を寄せていたことが

わかる。文子は日常はYシャツにネクタイの背広といっ

た男性のような姿が終生のトレードマークになっていた

が,ここでは将校色防水布の乗馬服をオーダーし,長あ

みのお下げをターバンにして,手製の帽子を冠って現場

に出かけていた。施行現場という男社会の中にあって彼

女の美学でもあった。

鈴木小松商店が倒産したため,35年に下請けだった佐

藤鉄工所設計部に就職する。ここでは陸海軍施設などの

厨房設備の設計施工を行っている。しかし,ここも3年

で倒産し,再メ田辺教授の助手として働いた後,39年(昭

和14)年春に則武工業事務所に入った。

日本が太平洋戦争に乗り出し男子が次々に戦地に去っ

ていった時期で,文子は職場を守って働いたが終戦後倒

産し,やむなく独立して吉田設計事務所を開くことにな

った。スタートは「背水の陣」だったと回想している。

5)吉田設計事務所時代の仕事の特徴

1950(昭和25)年3.月,文子は事務所を開設した。37

歳である。事務所の業務としては,住宅,社屋,店舗の

設計,工事監理,申請業務,土地家屋測量調査等を手が

け,被災工場の建て直しに奮闘したことは特筆に値する。

職員規模であるが,66年一69年の事務所の職員数は6-8

人で大半は建築士の資格を有するが,大卒者は1～2名

である。98年に稲門会に報告した文書には「25人前後」

とあり,解散前にはかなりの規模になっていた。

1952年から73年まで(一部不明)の業務履歴に掲載

された236件から業務の特徴をまとめると以下になる。

①所在地は6割弱が東京で,神奈川,埼玉,千葉を入

れると97%は首都圏である。1件ブラジルの事務所と

工場があるが,詳細不明。

②建物の用途別では住宅が3割弱であり,非住宅が圧

倒的である。工場等の特殊設備をもった施設が半数

を占めるところに特徴がある。

③建物構造は木造は4分の1で,鉄骨造,RC造が7割

を占める。高さは2階までの低層が8割。

以上の実績からみると,吉田事務所の仕事は作品主義

のアトリエ設計事務所ではなく,中規模の町場の生産施

設を中心にした非住宅系設計事務所であった。

吉田文子が吉田設計事務所を閉じたのは1996(平成8)

年,文子83歳であった。亡くなる5年前である。

6)吉田文子と団体所属

文子は各種の団体に所属し役職についている。主要な

団体は,早稲田稲友会理事長(早稲田大学工手学校,同

工業高校,同産業技術専修学校の同窓会),稲門建築会副

会長(建築学科同窓会),早稲田大学校友会墨田稲門会副

会長,目本建築学会評議員,東京建築士事務所'協会研究

部長・監事等である。文子の業績と人柄が評価されたの

であろうが、文子自身は自分を許容し援助してくれた人

への礼でもあった。

7)女性建築家における吉田文子の位置

建築家一般を,アトリエ建築家,町場建築家,行政建

築家,ゼネコン建築家,大学建築家と分けるならば,土

浦信子,浜ロミホが女性アトリエ建築家の水脈をつくり,

吉田は町場建築家の水脈をつくった。

町場はより男性社会である。文子が一貫して乗馬服様

のスーツに身を包んでいたことは,パイオニアの女性建

築家として女性性を主張するのではなく,男性社会に入

らざるを得ないことを証明するものであった。

吉田の仕事の質を女性の視点で評価することは難しい。

むしろ,吉田文子の存在が,背後にある多くの女性建築
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技術者の存在を示唆し,女性建築家の多様性の一端を切

り拓いたとみることができるのではないか。

4.2家政学部住居系学科卒業生

4.2.1家政学部住居系学科

日本における女性建築家を特徴づけるものとして,家

政学部住居系学科で建築士を養成してきたことである。

先駆的立場にあった日本女子大学の場合,1956年に実

務期間2年で二級,4年後に一級建築士の受験資格を取

得できるようになり,66年には卒業後の実務期間3年で

一級建築士の受験資格を得ることが可能になった。住居

学専攻出身者で最初に受験した林雅子,山田初江らは,

早くも54年に一級建築士の資格を取得している。

4.2.2日本女子大学生活芸術科住居学専攻の第一世代

日本女子大学生活芸術科は,1962年に住居学科が独立

するまでは被服学専攻と住居学専攻で構成されていた。

住居学科同窓会である住居の会が1990年に実施した「住

居学科卒業生実態調査」注17)では,第1世代を昭和20

年代の卒業生とし,これは1930年代前半に生まれた女性

で,女性建築家のパイオニア層に一致する。1回生23人,

2回生20名,3回生8名,4回生8名で,5回生以降定員

が増え43名となっている。これら第一世代は「一貫して

就労してきた者が23%と多い」のが特徴である。

第一世代の住居専攻への入学動機は,女子大の家政学

ならよいという親の意向が背後にあるのが特徴で,その

中で「生活芸術」の名に惹かれて選んでいる。山田は敗

戦後,焼け野原と価値観の大転換の下で,「生活芸術」科

の名称は輝いて見えたという。多くは建築関係の仕事に

就くとは考えずに入学した。建築家になるという意志は,

専門課程に入ってから醸成されたものであった。

4.2.3第一世代を特徴づけるもの

第1に建築学科の女性パイオニア達と決定的に違って

いたのは,周囲に同じ道を行こうとする友人がいたこと

である。女性建築家組織ポドコが結成された時でもあり,

1回生の7人,2回生の5人がポドコの名簿に名を連ねて

いた。1950年代の日本の建築界は封建的女性排除と民主

化の風とが交じり合っていた時期であり,前者に対して

は共同で励ましあい,立ち向かう基盤をもっていた。

第2は,住居学専攻の目的は「女性の特質を生かした」

職業人の養成であり,豊かな芸術味をおびた円滑な主婦

の形成と共存したものであった。このことは世間が女性

建築家に期待する「ダイドコロ・デザイナー」に堕する

可能性を含んでいたが,林雅子は「建築そのものと正面

から対決」注18)する姿勢を生涯貫いた点で際立っている。

第3は,住居学専攻は,当初早大や東大の非常勤講師

が大半であったが,新生日本の女子教育に熱心に取り組

み,学生もそれに応えた。卒業後,東大,東工大等の研

究室に入る者も多く,2回生は在学中に児童施設研究所

河野道柘や川添登の指導を得て卒業論文を作成している。

4,3新制・共学大学の卒業生たち

ここでは,新制大学の建築学科等を女子学生としては

最も早い時期に卒業し,建築関係の職に携わるようにな

った方たちの何人かにインタビューを実施,「草創期の女

性建築家・技術者」の特質を明らかにすることを試みた。

結果の一覧は表4-1に掲載している。

4,3.1プロフィール,家庭・教育環境など

1)1930年代

インタビューしたほぼ全員が1930年代前半に生まれ

ている。武蔵工科大学に編入した中原のみ1929年生まれ

であり,東京大学を卒業した富田は逆に30年代最後に近

い1938年に生まれている。職業を選択する年齢にさしか

かったころは,ほとんど戦後復興期にあたっていると考

えてよい。狭小・劣悪な住宅の状況は,社会問題として

彼女たちの前に存在していたと考えられる。

2)家庭環境と職業への考え方

家庭環境について,インタビューではあまり深く尋ね

ていないが,ほとんどが中流以上の家庭環境であり,「大

学へ進学して勉強すること」にっいて「女性だから」と

いう理由で阻止された例もあまりなく,比較的リベラル

な教育環境に育ったと思われる。卒業後の進路について

佐伯や草野のインタビューに典型的に見られるように

「研究の道」や「研究所への就職」なら一という形で大

学院へ進学することを許されていることからみると,「職

業につかなくていい,勉強するのはいい」という教育方

針だったのではないかと思われる。さすがに海外留学な

どは「とんでもない(佐伯,草野)」と考えられた時代で

もあったようである。

3)家庭と子ども

インタビューした8人のうち7人が結婚している。配

偶者は同業に近い仕事にあるケースが多く,結婚した7

人のうち5人が建築関係の専門分野を学んだ配偶者を持

ち,7人とも子どもを持っている。保育園が十分にない

時代でもあったので,共同保育を仲間と試みたりしてい

るが,結局,建築関係の仕事は夜遅くまでかかることが

多く,親の支援を頼む例が多い。「仕事か結婚か」と選択

を迫られたケースが少ないのは意外でもあったが「女性

は結婚するのが当然,結婚すれば子どもを持つのも当然」

であると考えられた時代のこと,社会や家庭からの批判

を受けないように環境を整えつつ自分の道を進んだ彼女

たちの姿がある。この点は,もうひと世代前,吉田文子
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や浜ロミホの時代とは違いが出ているとも見られる。

4.3.2「建築」の道の選択

1)強かった自立意識

「建築」を職業として選択する基本にあったのは,イ

ンタビューに共通して見られる強い「自立意識」である。

「就職はあたりまえのこと,生きてゆく分の収入を得る

べきである」と考えてきた奥村,子どもが自分一人での

環境に育ち,はじめから「経済的自立が可能な職業に就

こう」,「親が倒れても自分が働こう」とも考えていた草

野が典型的である。佐伯,魚住,中原,加藤,吉田,富

田も直接的には述べていないが,職業に就くのはむしろ

当然と考えていたことが窺える。

選択肢が極めて少ない時代に「自立」可能な職業とし

て彼女たちの多くが検討した職業は,建築家のほかには,

医師,薬剤師,教師,公務員などであり,多岐にわたり

あれこれ迷った形跡がみられる。多くは「芸術家になり

たい」というものだったが,それは「食べていけない」

ということからあきらめている。「医者になろうか」とい

う迷いは,激しい競争を考えてあきらめたケースが多い。

2)父の影響

いずれにしても,職業のモデルがないままに選択を迫

られた彼女たちにとって,検討の対象になったのは「父」

の姿である。プラス側であれ,マイナス側であれ,父の

存在は彼女たちに大きく影響している。父の職業がある

種のモデルとなったと考えられる。母の影響をあげてい

るケースは少ないが当時の状況を考えれば母親が職業に

っいているケースはあまりないので,母をモデルに出来

なかったのは当然とも考えられる。

3)選択の決定的要因

「自立意識」に加えて,「社会の役に立つ」という「使

命感」にも似た感情が選択を裏打ちしているのも見逃せ

ない(加藤,魚住)。共通の決定要因は,「経済的に自立

可能」を基本に,「絵やデザインが好き」,「数学が好き」

という側面であるといってよいであろう。

4)携わった仕事の種類

時代の事情に帰する問題であろうが,携わった仕事の

種類は「住宅」関連が多い。

奥村,中原は設計事務所を自営したが,仕事は「個人

住宅が多い」と述べている。佐伯は珍しいケースで,配

偶者の実家が工務店を経営していたことから,それを引

き継ぎ,ガソリンスタンドの建設がメインの仕事であっ

たと述べている。魚住,加藤は研究者として住宅の問題

に携わった。吉田は設計と研究と両方をやりたいという

希望に沿って設計事務所や大学での環境を選び,多彩な

実績を重ねた。富田は,奥村,中原と同じく設計事務所

を設立し仕事をしているが,8人の中では新しい世代に

属しており,学校,公民館などの施設の設計にも携わる

機会を得ている。

「女性だから住宅を」という社会的な先入観が影響し

なかったとはいえないが,むしろ時代の影響が強く,住

宅以外の施設の設計は大事務所もしくは著名なデザイナ

ーの下でしか仕事の機会がなかったと考える方が妥当で

はないかと思われる。

4.3.3草創期の体験と努力

1)出産と子育て

「子育てを仕事と両立するのは大変であった」という

意見は共通している。保育園や子育て支援策の少ない時

代のこと,多くは母親や親族を頼っての子育てを経験し

た。吉田,富田は保育所に預け,共同保育など他の仲間

と共同する試みもあった(奥村)。加藤は出産を機に職場

を変え非常勤講師の道を選び,草野は子育てに専念した。

2)一般の無理解

事務所の同僚の間での差別はインタビューの話題には

出てこない。むしろ大切にされた思い出が多い。しかし

仕事の顧客など一般から見ると,専門職の女性は思考の

対象になかったようであり,客が来て応対に出ても担当

者だと思われなかったこと(草野),紹介状を持って現場

の視察に行っても,本人と思われなかったこと(魚住),

などが思い出されている。最も若い世代に近い富田でさ

え,若いと男女にかかわらず職人,大工からの抵抗に会

うことが多く,信頼を得るまで大変だったと述べている。

差別というほどでないにしても,日常的な不便はっね

に存在した。典型的なのは,女子便所の不足である。多

くの新制大学が女性の増加に追いつかず,ことに理工学

部系では全くなかったところさえ存在した。インタビュ

ーでも,「文学部まで行った」,「職員トイレを借りた」な

ど苦心したことがほとんどの対象者から出ている。

4.4建築学会等の受賞者

草創期の女性建築家の社会的評価を探る上で,受賞歴

をみると,最初に名前が上がるのは,68年にく海のギャ

ラリー〉で朝日新聞建築ベストファイブに選出された林

雅子で,80年には日本建築学会賞作品部門で初の女性受

賞者になった。富田玲子は象設計集団の一員として77

年に沖縄の作品で芸術選奨文部大臣新人賞及び都市計画

学会石川賞を受賞し,81年に建築学会賞(作品)を受賞

している。建築学会の作品賞は85年に受賞した長谷川逸

子を入れて,80年代までは3人であった。吉田あごはリ

ハビリテーション施設への貢献を評価され,医学の高木

奨励賞を受賞している。
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他方,学会賞論文部門では,1998年度にようやく菅原

文子が受賞した。菅原は浜ロミホの事務所で働き,ポド

コにも参加したユニークな経歴の持ち主で,

のは住居衛生に関する研究であった。

受賞した

表4-1建築系学科の革創期の卒業生

          ,、曹大・こと゜9田大凸(1)面"'田大凸(E)恵北3借大歯子
          プロ7イール・1930年、東京生まれ。自由学園を経て・1934年東京生まれ。父は水彩画家。・1934年北海道生まれ。1954年早稲田・1932年樺太生まれ。1953年北海道大学
     ・生い立ち1949年東京警術大学美術学部建簗科入・24箴で結婚。夫は早稲田の建築出身で大学第五理工学部建薬学科入学、1958年入学。工学部建築工学科進学。・卒業譲
     ・建築教育学。1953年卒粟。建設会社を経営する家だった。卒業。広瀬鎌二建築技術研究所入所。文「札幌市のアパートメントハウスの居
     ・職歴・1953-1972年吉村順三設計事務所。・一級建築士は少なかったので、会社の・1963年第1回UIFA世界大会に参加。住調査」。

     ・1972年から現在まで奥村設計所。役員として働いた。・1964年早稲田大学理工学部建築学科修・卒業と同時に北海道庁の試験に合格す
     ・1953年、近藤洋子氏、田中温子氏の呼・1985年社長になった。経営の苦労は大士課程入学。理工学部臨時建設局でキャるが、採用されず、北大の施設課で働
     びかけで発足したPODOKOに参加。変だった。ンパスブランを手伝う。く。'同年10月より道庁住宅課公営住宅係
     ・1955年結婚、1957年に出産。・1966年修了.修士論文「建築の工業に配属。
     ・1973年に和田氏と事務所を開き、1978化」。安東研究室に籍を置き、武蔵工科・1961年から2年間北海道大学助手。非常
     年(有)木曾三岳奥村設計所となる。大学助手・東海大学、文化学院等の講師。勤講師を兼任しながら仕事を続ける。

     ・1970年結婚。翌1971年長女出産。・1966年(財)建築指導センター相談
     ・1999年よりギャラリー午空間取締役員。

     ・1980年旭川大学女子短期大学部及び光
     塩女子学院勤務。1990年光塩女子学院嘱

     モチベーショ・若いときは希望がいろいろあり、地・父の姿を見ていて、芸大に行き画療に・経済的自立が可能な職業に就こうと思・樺太で祖父が家の建替えなどして以
     ン質、気象、演劇、彫刻、建築などに関心なりたいと思っていた。しかし、父母い、医者か薬剤師になろうと思った。来、興味もあり、母が間取り図をかいた

     があった。受験と、将来食べていけるかは、「それでは生活していけない」、「人の役に立つ」よりも、「食べていけりしていたのも興味を持つきっかけだっ
     という点から.建簗設計が残った。「へんな男と恋愛したりしたら大変だ」る、自立できる」という意識だった。反た。
     ・自由学園の授業で2年上のクラスが建繁と思ったらしい。東京工業大学か早稲田面、デザインが好きで、「衣食住」のデ・高校最後の一年間で男女共学になった
     をやっていたのが嬢ましかったこと、大学ならいいということになり早稲田にザインのうち、「住」分野は希少価値がので、男子校に行った。数学の先生から

     ㌘善縫灘雛澱鋤だ合格。・在学中に海外留学しようと思っていたあると思って選択した。・建築進学は家族には大変反対された。勧められ、北大理系を受験。入学後は社会に出たいという気持ちが強く、建築学
     ループ展で見た作晶なども、建集を選んが、親に反対された。大学院ならという親は「親が養えるにもかかわらず、娘が科の教授に会いに行き、勧められて進学
     だ理由になっている。ことで、東京大学の大学院に入った(岸職業婦人になるのは体裁が悪い」といっした。

     田日出刀研究室)。ていた。・就職のときには民間は女性を全く受け
     ・「研究室」か「研究所」ならいい、とつけなかった。構造の領域に行きたかっ
     いわれ、修士課程に進学。広瀬研は、たが、就職はなく、女子は学校の先生に
     「研究所」という名前で父の意見と両立なるか、公務員になるかしか.道がな
     できた。指導教官(安東勝男氏)の紹介かった。
     状と自の図面.って押しかけた

     仕事の種類住宅が多い。・夫の家は申規模の工務店。・広瀬研では「技術指導一プレ7アブ住・住宅に関する研究(公営住宅の建設、
     ・エッソモーゲルの仕事(立地環境調査宅」を担当標準設計、農村住宅、寒地住宅.住宅相
     から工事まで)、県営・市営住宅建設、談など)
     労働の宿など。

     草創期の女性・出産の前後2ヶ月は有給休暇。吉村事務・早稲田は同期生の女性には途中でやめ・田FA大会に参加する話が建築家協会を・上司に恵まれた。勤務先では女性蔑視
     として所には男女格差はない。てしまった人がひとりいた。女性が少な通じてきた。中原暢子とともに参加しもなく、結婚し、子どもが生まれても、
     ・体験・PODOKOの仲間では不平等があると有志いので、ちやほやされ、あまり勉強しなた。UIFA大会ではイギリス勢が「男女平「出来るだけ続けて勤めるように」とい
     ・努力等が交渉に赴いたりした。このころは男女かったと思う。東大時代もダンスにばか等は実現している」といっていたが、男われた。おじ夫婦の塊力、夫の理解も

     差よりもむしろ設計事務所の大手と零細り誘われていた。女の間にハンディキャップがあるというあった。
     の差が大きく、約30社の給料調査をした・6ヶ月間の入札資格停止処分や前社長の国が大半だった。・女性の少ない時代だったため、「池田
     ら3倍の格差があった。運帯保証など、女性だから損をしたと思・広瀬研時代は、所内の雰囲気もクライ(旧姓)技術補が視察に行く」という紹
     ・保育園を探したがなかなか入れず環境うことはたくさんある。アントも差別的だったとは思わない。し介状を持って現場に行くと、「その方は
     のよくなかったので「働く母の会」に入かし、来客は、自分が応対に出ると「誰いつ来るのか?」と聞かれたりした。
     り仲間と一緒に共同保育をやった。しかかいませんか?」といい、新入の男性が
     し、設計の仕事で帰りが遅く、母に頼ん応対するとまじめに用件を話すような状
     だ。態だった。

          一工:愚*千大当加由**,、大当士田こ京大愚官田玲子
     プロフィール・1929年生まれ。東京家政学院の生活科・1932年生まれ。日本女子大付属で小学・1931年生まれ。京都大学工学部初の女・1938年東京都生まれ。1957年東京大学
     ・生い立ちの後、武蔵工大の建簗学科に入学。校から高校まで過ごした。千葉大工学部子学生。入学、1961年卒業、1963年東京大学大学
     ・建築教育・1952年武蔵工大学短期大学建築学科卒建築学科で初の女子学生。・1956年京都大学工学部建簗学科卒業院修士課程(丹下健三研究室)修了。ケ
     ・職歴業。同年、東京大学生産技術研究所第5・1956年千葉大学工学部建簗学科卒業。(西山夘三研究室)。上級職公務員試験ビン・リンチ『都市のイメージ』翻訳

     部池辺研究室に入所。東大大学院高山研究室に進学。吉田あ二に受かるが、東大大学院に進学。1961年・1963年一71年U研究室(吉阪隆正主
     ・UlFA第1回大会に参加した際、9か月聞氏と同期。東大の建簗初の女子大学院東京大学大学院博士課程修了。工学博士宰)。
     フランスに滞在し、設計事務所で働く。生。(吉武泰水研究室)・1971年(株)象設計集団設立代表取締
     ・1958年に林雅子、山田初江とともに・大学、国民生活研究所等で研究に携わ・196H965年芦原義惜建築研究所、役(2002年まで)
     林・山田・中原設計同人を設立(2002年る。1965-1985内藤建築事務所に勤務。・建設大学校、東京電機大学、東京大
     まで)。・現、山梨英和大学教授。工学博士。・1986年筑波技術短期大学の創設に携わ学、早稲田大学等で講師
     ・1985年より東京家政学院大学家政学部り、建築工学科主任教授(1997年ま・1987-89年ペンシルベニア大学大学院、
     住居学科教授。UIFAJAPO閥初代会長。現で)。1987-90年マサチューセッツ工科大学大学
     名誉会長・1997-2002年実践女子大学生活科学部生院講師

     活幽ξ教

     モチベーショ・終戦時は家政学院の生活科に在籍。衣・1954年.ローマで国際建簗学生会議が・大阪から通えるところで、数学と絵が・当初は医学部に入りたいと思い、理科
     ン食住全般を勉強したが、料理はあまり得開かれる事になり、日本でも学生会議が好きなので、両立できるのは建築と考∬類(医学部、理学部、農学部等に進学で

     意でないし、「衣」は進む人が多いからつくられた。建築関係者の動きが活発え、京大建築に決めた。きる)に入学したが、その後医学部はあ
     と、卒業後の仕事の分野として「住」をだった。・卒論は「家事労働の社会化」。最終的きらめた。建築は文化的、雑学的な部分
     選んだ。・大学3年の時PODOKOの運営委員をやっに育児が重要課題であることがわかっをもっている。戦死した父(医師)が、
     ・教えに来ていた石本喜久治氏に相談していて、二の時期に建築に対する考えのた。建築がやりたかったとも言っており、絵
     たところ、このまま建築事務所に入って基礎ができた。・東大大学院進学は大学3年には決めていも描いていた。そこで建築を志望。理!
     も一生お茶汲みだから大学に入るのがよ・建築というと事務所ビルとか米軍の施た。(工学)へ入る枠があり、移った。
     いと勧められた。設を作るのが中心の時代だったので、・女が勉強するということはどういうこ・大学院は最初は吉武研究室に数ヶ月い
     ・大学卒業の頃、池辺陽氏の立体最小限もっと社会に役立つ事をしたかった。とか。稼いで食べてゆくが、家事をしなたが、調査研究が主であリ、自分は向い
     住宅に賛同して池辺研究室に技術研究生・都市計画や社会問題に興味があり、東ければならない。家事労働の合理化をしていないと思い、丹下研究室に入れても
     で入った。大の高山研究室に入った。研究室では、なければならない。そうした問題意識がらった。建築をつくりたかったのだと思
     ・1957年、横浜の婦人団体から.女性の建設省の助成研究で「民間自力建設」をあった。う。
     ための会館を作りたいという依頼が来たやった。その後、借家の研究、家計費の
     のを機に.事務所を開設した。住居負担の問題などを調査。

     仕事の種類建築設計(個人住宅等の設計が申心)・大学院、国民生活研究所、大掌教員と・東京オリンピック駒沢体育館、西台人・今帰仁中央公民館、宮代町立笠原小学
     して研究。工地盤、リハビリテーション施設ほ校ほか

     か。・筑波技術短期大学は施設委員長として
     創設にかかわり、校計画を行う。

     草創期の女性・戦時中は男女の教育が異なるため.大・結婚時、今までの仕事の継続性から1日・京大の同期の女子学生は全学で36人。・女子学生として最初で1人であることは
     として学では学力の差が出て苦労した。姓の使用を考えたが回りの雰囲気であき体育は一緒。トイレの新設要求をした。抵抗感はなかった。応用化学などには女
     ・体験・滞仏時に設計事務所で働き、男女や外らめた。・男性中心の社会の中で女性一人では孤性がいた。トイレだけは困り、文学部ま
     ・努力等国人に差別のないことを体験した。・出産、3人の子育てを経験し、そのブラ立してしまうので.女性建簗家が組織化で行った。

     ・女性3人で設計事務所を開設した。ンクを埋めるのが非常に難しいという思することの意義はある。・女性の地位は、母(労働省婦人少年局
     「仕事は共同ではできない」という方針いがあった。・子どもは2人共保育園。都立高等保母高橋展子氏)の世代がんばってくれて、
     で、仕事は個別に行った。共同でできる・日本住宅協会の編集部長の高橋寿男氏学院で教えていたときの情報で、よい保今は「女性」を主張しなくてもできるよ
     のは「経営」、「場所」、「所員」に限から研究会に誘われ、初めての研究発表育園を紹介され、近くのマンションに住うになった。
     定した。は日本住宅協会で行った。む。遅くなる時には学院の学生を雇っ・女性は覚えられやすいが、若い女性は

     た。子どもにしわ寄せがいったかもしれ施主や大工からの抵抗がある。若いと男
     ないとは思う。女共からかいの対象になりやすい。しか
     ・大きな組織では女性として名前を出すし.一度信頼を得られれば、とてもよい
     に至らない仕事となることもある。関係になる。

*中原暢子UIFAJAPON記念講演「林・山田・中原設計同人の44年間」2002年6月29日講演記録より
**加藤由利子「住生活に関心を寄せる女性研究所の会」2001年9月22日講演記録より
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5.女性建築家の組織化一困難をのりこえるために

「圧倒的少数派」であった草創期の女性建築家・技術

者たちは,少数であるゆえにかえって大切にされた面も

あるが,日常生活ではさまざまの差別につながる不便が

あったと考えられる。それを乗り越え,仕事の上での能

力を磨き,仕事を継続していくために,数の増加にとも

なって組織を作ることも考えられるようになる。ここで

は,草創期の女性建築家・技術者が集まった組織として

日本の「ポドコ」と,世界各国の動きが国際的連携にっ

ながった「UIFA」について資料にあたった。

5.1ポドコ

5.1.1概要

ポドコは目本で初めてできた女性の建築関係者の組織

である。設立は1953年。設計事務所所属12名,大学院・

研究所所属8名,学生5名,建設会社等4名でスタート

した(1953年度名簿)。エスペラント語「考える,話し

合う,そして創る」を意味する「PENSADO・ISKUTADO・KREADO

(ペンサード,ディスクタード,クレアード)」の頭文字

からポドコ(PODOKO)と命名された(会報『PODOKO』1954

年1月)。ポドコの歩みについては表5-1参照。

のが,浜ロミホ先生のことでした。私たちの話を聞いて

大いに賛成して下さったのです。…先生を通して何人か

の方たちの名前がわかり私達はすっかり気を強くしてよ

ろこんでしまいました。この時浜口先生が,関東学院の

船越さんが前から会を作りたいとおっしゃっているから

と彼女を紹介して下さいました。まだ会ったこともない

船越さんとの文通が始まって間もなく船越さんから中原

さんを紹介していただいたのです。6月頃だったと思い

ます。…9月に入って急に,まだ何もない会に婦人画報

の渡辺さんから仕事をもらってしまったという中原さん

の話で大あわてに発会式に飛び込んでしまった次第です。

…」(『PODOKO』創刊号:近藤洋子)とある。

発会式で決定した名称は,PODOKO(ポードーコ)。「考

える,話し合う,そして創る,というのが私達の会の日

本語です。…この三つをくり返しくり返し,私たちの会

はすすんでゆきます。」と宣言している。

「最初の1年間は,もっぱら会の内部的統一のための

地がための年でした」(『建築をみんなで』日刊建材新聞

社1956年刊)といいつつ,原稿をこなし,社会からの

注目を浴びる。否応無しに,専門家として社会に発言を

していく会という性格が大きくなっていった。

5.1.2設立の経緯

設立のきっかけを会誌『PODOKO』から引用すると,「私

たちの会のそもそもの始まりは1952年の9月です。…「設

計事務所員懇談会」が出来たとき40人ほど集まった事務

所員の中に女は私と田中温子さんの2人きりだったので

す。…「所懇」の女子部を作りたいという話になり,男

の方達に事務所で働いている女の方を知らないかときい

て回り始めたのが11月頃でした。…2人でどうしたらよ

いのか本当に迷ってしまったのです。その時思いっいた

5.1.3活動の展開一『ポドコ』創刊から4号まで

発会式のためのきっかけが婦人画報からの仕事の依頼

であったということが,その後のポドコの活動の姿を決

めていく大きな要素となった。社会への発言をしていく

仕事として,白燈社の『住宅』に始まり,婦人画報社『台

所について』では,「既存の婦人雑誌の同種の記事から見

方,考え方を変え,家事労働の軽減を主な要素として設

計例を提示,人体寸法と収納場所等との関係を図示,本

文では水,熱,収納の三つについて説明図示などを出し,

表5-1ポドコの歩み年賦

    年月日主要事項会員数

    19529月設計事務所員懇談会に近藤洋子、田中温子の2名が参加

    19536月近藤、田中の2名が、およそ10名の女性の建築関係者の名簿を携え、浜ロミホ先生に会う。浜ロ先生の紹介で船越輝子参加、船越の紹介で中原暢子参加
    19539月14日発会式:定例会の開催(毎月第2、第4火曜日)、会費(月50円)、世話人の決定、白燈社原稿「住宅」の執筆組分け、など決定29
    19539月～定例会(原稿分担、運営方法、専門などの発表、大学教授などを招いた勉強会)、住宅見学会(日曜)、設計グループ会などを行う
    19541月5日朝日新聞タ刊に「考え、議論し、創る建築家のグループ「ポドコ」」紹介
    19541月30日会誌第1号刊行39
    19546月14日会誌第2号刊行
    19548月24日ポドコ1歳記念住宅コムペ〆切一9月発表
    195412月～家庭朝日に「生活のいれもの」連載(約1年間、毎月刊)54

    新会員によるアンケート調査、「婦人建築技術者の問題」「ポドコの歴史」

    19554月東ドイツ建築インターに代表出席

    1955～56年会誌第3号刊行

    19566月日刊建材新聞社「建築をみんなで」中に2編掲載70余
    195711月会誌第4号刊行

『PODOKO』1号,2号,4号,『家庭朝日』(朝日新聞社),『建築をみんなで』(日刊建材新聞社,1956年6月)より作成
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最後に主婦の家事労働の削減のために能率的な解決法を

まとめた」という意気込みであった(『ポドコ』創刊号:

小川信子)。活動については「まだ力不足を感じた」とい

う自省の声があるとともに「それでも何かを成し遂げた

という嬉しさは何とも言えない」ということも述べられ

るなど自負と充実感が伝わってくる(『ポドコ』第2号:

中原暢子)。

さらにその後,「生活のいれもの」という記事を『家庭

朝日別冊』にほぼ1年間,毎月連載することとなる。こ

れは毎回,お客様とすまいの問題,台所用具,浴室,こ

ども部屋などとテーマを決め,わかりやすく専門的な知

識や最新の情報を含めて紹介しているものであり,この

頃のポドコの仕事の集大成と言えるであろう。

日常的な活動では,住宅の見学と批評,それに対する

設計者自身へのインタビューなどがあり,当時住宅の設

計に名高かった建築家が登場して,かなり突っ込んだ議

論を展開して,厳しい批評の的となったりしている。

5.1.4地位向上と職業の継続

当時の女性の建築関係者をめぐる生活環境,処遇の問

題はきわめて厳しいものであったことが1956年の『建築

をみんなで』の「建築にたずさわる婦人達」の中に示さ

れている。1954年当時の労働省による男女賃金格差は20

～24歳の男子に対し女子は71%,1955年のポドコの賃

金調査でも平均で75.4%という数字である。その他,生

理休暇や産休の定めがないところがかなり多いというこ

とも指摘されており,賃金の問題だけでも,本人の希望

の金額と実際の支給合計額は,もっとも大きいところで

は6000～7000円の開きが見られる。

家庭と職場の両立の問題として,未婚者の場合は,女

性が仕事をもつことが当たり前という労働環境を作ろう

とまとめているが,既婚者の場合は企業によっては既婚

者を否定しているところもあり,それを打破するために

既婚である事を隠して就職して1年間の実績を挙げた人

の話が紹介されている。さらに子供をもった場合に仕事

を続ける難しさも示されている。

ポドコの会員には,常に結婚や出産,育児による問題

を抱える悩みが存在した。「建築をみんなで」の中の「婦

人の集まりポドコ」の結びでは「①会員を一人も落さず

に進んで行こうということと,②研究会,勉強会として

よりもたすけあう会として…ますます複雑になってくる

生活の問題に対して…社会的な解決を考える時期にきて

いる」という記述がみられ,ポドコは女性の地位向上の

ために協力するだけでなく,職場を去らねばならなかっ

た会員にも勉強を続ける道を提供する組織へと成長した。

1960年代頃にはその活動が下火となっているが,女性建

築家・技術者の関わる広い問題に取り組んだという意味

でもポドコの存在意義は大きいといえよう。

5.2UiFA(国際女性建築家会議)

5.2.1概要

国際女性建築家会議(UIFA=UnionInternationaledes

FemmesArchitectes)は,1963年フランスで設立された

女性の建築家(都市計画者,研究者等も含む)の国際組

織である。建築をはじめ,都市計画,環境計画,建築・

都市史など幅広い分野に携わる女性たちが専門的視野か

ら国を越えて情報交換を行い,この分野における女性の

活動を拡大していくことを目的としている。会長はソラ

ンジュ・デルベッツ・ド・ラ・トゥール(フランス)。本

部はパリの彼女のアトリエに置かれている。

5.2.2設立者のプロフィールと設立の経緯

UIFAの設立者ソランジュ・デルベッツ・ド・ラ・トゥ

ールは,フランス人の父とルーマニア人の母を持つルー

マニア生まれのフランス人である。ルーマニアで建築を

学び,PolytechnicalSchoolofBucharestを卒業,フランス

へ移住,1950年に自身のアトリエを設立,建築家として

職業生活を始める。パリ市庁で都市計画の仕事をしたい

と考えたが,男性の採用しかなく,その後もたびたび女

性であることを理由に仕事が順調に進まないケースが多

く,これはUIFAを設立する大きな契機のひとつになった

という(2003年UIFAJAPON設立10周年記念講演「私

の仕事と人生」より)。こうした状況を打開するために「一

人では何も出来ない,皆の力を集めて行こう」と1960

年にフランス女性建築家会議(UnionFrancaisedes

Fe㎜esArchitects)を設立,やがて国際女性建築家会議

の設立に至っている。現在,AIA名誉会員,UIAフランス

代表(余暇・スポーツ部門),レジオン・ド・ヌール勲章。

5.2.3UIFA第1回大会の開催

UIFAの第1回大会は,パリにおいて1963年6月26日

から7月3日まで開催された。

会議資料には『Statuts』注19L規約一とプログラムがあ

り,釜議記録注20)も出された(いずれも草野智恵子提供)。

設立の目的には,あらゆる宗教的・政治的関心を除外

し,①すべての国の女性建築家,都市計画家の間に関係

と交流を築く,②職業(キャリア)が女性にとってアク

セスしやすくなるために団結して努力する,③世界のな

かでこれらの女性の地位と職業生活についてのあらゆる

情報を集める,④国際的な観点からすべての法律,とり

わけ家族に関する法律を学ぶ,⑤全会員の間の友好関係

と団結力をより一層強める,ことがあげられている。

来賓にはマズィオル建設相,マルロー文化相などの政

府高官,ファラ王妃(イラン)などの賓客,UIAなどの

関連団体,女性法律家協会長,女性専門家協会長,女性

起業家協会長など女性団体の長が記録され,各界から鈴

鐸たる人材を招いた華やかな出発であったことがわかる。
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5.2.4UIFA設立当時の女性建築家の状況

会議後の記録には9力国,78名の建築家たちが参加者

として名を連ねている。最も多い参加者は地元フランス

からであり,21名。次はドイツで18名だった。日本で

は,日本建築家協会(当時)に来た知らせを会員であっ

た浜ロミホ,林雅子,中原暢子との問で検討,中原は積

極的だったが「一人では…」ということで,準会員だっ

た草野(当時小林)智恵子を誘った(草野智恵子インタ

ビュー,中原暢子講演)。これにフランス遊学中であった

林宣子が加わり,3名が参加している。

中原暢子は,「日本の住宅建設における女性建築家の役

割とその作品」と題する発表を行い,浜ロミホや林・山

田・中原設計同人の作品を紹介すると同時にポドコにつ

いて紹介し,1953年に設立された時点では23名だった

会員が10年後の時点では70名に達していること,ポド

コに関心を持たない女性建築家も他に30名程度存在し

ていることなどを述べている。

他,スイス,ブルガリア,ポーランド,フィンランド,

デンマーク,アメリカ合衆国,ギリシャ,チェコスロヴ

ァキアなどの国がそれぞれ自国の女性建築家の状況につ

いて発表し,総括として「建築における女性問題はどの

国もほぼ同じであること,時間の経過とともにすべての

国で男女平等が浸透していくと思われる」と述べられて

いるが,ポドコに関する日本の状況はヨーロッパ諸国,

特にフランスの設立者ド・ラ・トゥールには大きな驚き

だったらしく,「東方の国々で女性建築家の仕事が実りゆ

たかであるのに対し,フランスやスイスにおける女性建

築家の立場が遅れていることは残念である」との感想が

記録に残されている。大会は,定期的大会開催,そこで

の意見交換を継続することなどを確認し終了した。

5.2.5UiFAのその後とUIFAJAPONの設立

UIFAはその後,3～4年に一度程度の頻度で世界の各

都市での大会を重ね,直近の大会は2001年にオーストリ

アのウィーンで開かれた第13回大会である。

日本では,長い間,個人的に世界大会に参加する状況

が続いた。参加人数も徐々に増え,国際化が進行したこ

とも追い風となって「いつも『客』として参加を楽しむ

だけでなく,積極的に今後の国際社会に貢献するととも

に,大会の主催者として世界の女性建築家を日本に招き,

交流し,現在の建築や都市にかかわる課題について議論

しあう国際大会を日本で開催しよう」注21)という気運が

高まり1992年UIFAJAPON(UIFA日本支部:会長中原暢

子)が設立され,1998年に第12回大会を日本で開催す

る運びにつながった注22)。会長中原暢子,副会長小川信

子が呼びかけたこともあってUIFAJAPONのメンバーには,

日本の草創期の女性建築家すなわちポドコの元メンバー

が多数参加しており,実質的にはポドコを引き継ぐ結果

となったが,会計担当だった岸本洋子からUIFAJAPONが

正式に資料を譲り受けたのは「女性と建築展」終了後で

ある。

日本大会には,31力国から約300名が参加した。発表

論文数56タイトル,展示参加数43点。会長ド・ラ・ト

ゥールは,「建築や都市に関わるこれほど多様な分野でこ

れほど多くの女性が困難な状況を切り開きながら仕事を

続けていることに心から敬意を表する」と述べている。

6.田FAと女性建築家のアーカイヴ

6.11AWA(lntermationalArchiveforW㎝eninArohitecture)の存在

IAWAは,UIFAのメンバーでもあるミルカ・ブリズナコ

フ(MilkaBIiznakov,ヴァージニア州立大学名誉教授)に

よって1985年ヴァージニア州立大学図書館の特別コレ

クションの中に設立された注23)。このアーカイヴは,大

学の建築・都市計画学部やUIFAと連携しながら草創期の

女性建築家等の資料を全世界から収集している。

建築分野における女性の関わりや世界の女性建築家の

組織について,資料を収集,保存,蓄積,提供すること

によって,女性建築家,ランドスケープアーキテクト,

デザイナー,建築史家・批評家,都市計画家に関する専

門的研究を可能にすることが目的であり,収集の焦点は,

「建築」,「女性」,「社会史」等の分野での草創期研究資

料の不足を補うことを視野に入れ,この分野における女

性が非常に少数だった時代(1950年代)に置いている。

IAWAのアドヴァイザー会議は2003年9月現在,17名

のアドヴァイザーと4名の非公式アドヴァイザー,9名

の名誉アドヴァイザー,計30名から構成されている。17

名の内5名はヴァージニア州立大学に籍をおく教授,助

教授メンバーであり,12名が大学外,内5名が米国外の

国のメンバー(フランス,ドイツ,パキスタン,南アフ

リカ,日本)である。日本からは1997年より中原暢子が

アドヴァイザーであったが,2003年より筆者(松川淳子)

がその任にある。資金や人手不足に悩みながらも,地道

な作業を続けている点では評価されるべきであり,UIFA

の活動の世界への拡がりの成果であるといえよう。

6.2日本におけるアーカイヴの意義

本研究に際して,多くの草創期の女性建築家・技術者

たちに直接インタビユーし,貴重な資料を収集,所在も

明らかにすることが出来た。これまでこれまで公開や分

析をされてこなかった草創期の女性建築家・技術者に関

わる資料の収集継続と理論構築は大きな課題である。

6.2.1散逸の危機にある草創期女性建築家関連資料

「女性と建築展」を契機に始まった本研究を通じて,

1930年代からすでに建築活動を開始していた吉田文子

関連資料,20世紀の半ばには設立されていたポドコの会
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誌,本年設立40周年を迎えたUIFAの1963年第1回世界

大会の記録などを収集することが出来た。日本における

草創期の女性建築家もすでに幽明を異にする人も出るよ

うになり,ポドコ,UIFA等の女性建築家の組織の設立

者・参加者たちも高齢化していく状況にある。ごく一部

を除いて光をあてられなかったことが原因となって関連

資料は散逸・紛失する危機に直面している。

6,2.2アーカイヴ設立に向けた活動の必要性

男女共同参画基本法も20世紀最後の年に成立してい

るが,2001年時点の調査でさえ全国の大学で建築や都市

計画を学ぶ学生の割合は平均して20%強に過ぎない。ま

してや活動している建築家,都市計画家等の女性比率は

少数派である。法や制度の上での不平等はなくなっても,

それが実質的に保障され,女性がこの分野での仕事を選

択・継続することがより容易になり,男性も女性も互い

に助け合ってよりよい建築やまちの創造をめざすために

は,草創期の女性たちの思想や活動についての継続的な

研究,資料収集・保存の必要性が明らかである。

現局面において,米国ヴァージニア州立大学の図書館

の特別コレクションとしての「国際女性建築家アーカイ

ヴ」の存在は大きい。これらの動きと連携しながら,国

内事情について確実な研究や資料収集が継続されるべき

であり,その拠点としての女性建築家・技術者に関する

アーカイヴの設立に向けた活動が課題である。

7.おわりに

本研究の第一の目的であった草創期の女性建築家・技

術者の資料を収集し整理することについては,まず,「草

創期」の定義を1960年代前半までに定め,そのころまで

に大学を卒業,あるいは活動を開始した人々に焦点を絞

った。彼女たちのうち,すでに故人となられた方,戦前・

戦中から活動を開始している人も含めて14人について

インタビューを実施,データとして整理,研究に反映す

るとともに,インタビューの結果は,オーラルヒストリ

ー資料として保存することが出来た。また,この頃の女

性たちが,草創期に直面する様々な困難や不便を協力し

合って乗り越えるために組織化を目指した結果として作

られたポドコやUIFAに関する貴重な資料も収集し,散逸

の危険をとりあえず防ぐことが出来た。アーカイヴにつ

いての検討は大きな課題であるが,IAWAの存在について

紹介し,これを訪問,今後の連携を図り,参考にして行

くこととした。

資料収集,整理を通じて,明らかになった草創期の女

性建築家・技術者にみられるその特質は,草創期特有の

強い経済的自立意識であり,それを裏打ちする社会的使

命感にも似た意識と仕事に対する熱意である。

<注>

1
) 会期:2002年3月14日～8月20日/場所:女性と仕

事の未来館/主催:女性と仕事の未来館/協力:UIFA

JAPON,(社)日本建築士会連合会,(社)東京建築士

会,(有)林・山田・中原設計同人/企画協力:(株)生

活構造研究所/企画監修:「女性と建築展」企画監修

委員会

2)S.ホーンボルグは特待生として卒業,建築家となった。

3)MATRIX:MakingSpaceMomenandthe陥ヵMadeEnvirontvent、1984

 4)PROFILE:Pionθeriノ?9〃bmenArchitectsfromFinland,

MuseumofFinnishArchitecture,nondated.

 5)BeatrizColominaed:Sei'uarゴty母Spacθ,

PrincetonArchitecturalPress,1992

6)小川信子・田中厚子:ビッグ・リトル・ノブーライト

の弟子・女性建築家土浦信子,ドメス出版,2001年

7)北川圭子:ダイニング・キッチンはこうして誕生した

女性建築家第一号浜ロミホが目指したもの,技法堂出

版,2002年

8)建築家林雅子委員会編:建築家林雅子1928-2001,

2002年

9)RIBA:Whydowomenleavearchitecture?Report

Response&RIBAAction(Web-site),2003

10)日本女子大学住居学科同窓会・住居の会:卒業生白書,

1994年

11)北川圭子,前掲書

12)柴谷邦は日本女子大学教員。戦後の住宅改善にかかわ

りながら,生活芸術科住居専攻(住居学科)設立に努

力した。志賀英は1944年に日本女子大学家政学部を

卒業,48年物価庁。建設省住宅局初の女性キャリア。

13)小川信子・田中厚子,前掲書p.121

14)小川信子・田中厚子,前掲書p.207-8

15)菅原可奈子:「女性建築家のパイオニア吉田文子の

生涯」和洋女子大学卒業論文,2003年1月

16)三好信浩:『日本の女性と産業教育近代産業社会に

おける女性の役割』東信堂,2000年,p.167

17)日本女子大学住居学科同窓会・住居の会,前掲書

18)建築家林雅子委員会編,前掲書,p.307

19)UIFA,UNIONINTEnNATIONALEDESFEMMESARCHITECTES,STATUTS,

20)UIFA,CONGRESINTERNATIONALEDESFEMMESARCHITECTES

-RAPPORTSETMOTIONS,PARIS,JUIN1963

21)松川淳子:UIFA日本大会に向けて,UIFAJAPON

NEWSLETTERNo.19,1996

22)UIFA日本大会実行委員会:『UIFA第12回日本大会報

告書』1998年12月

23)InternationalArchiveforWomeninArchitecture(紹介パンフレット)

〈研究協力者〉

菅原可奈子 積水ハウス株式会社
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